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こ
の
巻
で
は
、
た
い
へ
ん
多
く
の
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

遺
跡
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
で
も
写
真
か
ら
だ
け
で
は
、
遺
跡

の
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
難
し
い
も
の
で
す
。
し
か
も
本
巻
で

扱
っ
た
遺
跡
の
写
真
は
小
さ
い
か
ら
、
な
お
さ
ら
で
し
ょ
う
。

本
巻
を
読
ん
で
、
遺
跡
の
発
掘
に
興
味
を
も
た
れ
た
方
は
、
ぜ

ひ
現
地
説
明
会
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
生
の
発
掘
現
場
を
見
る

最
良
の
機
会
で
す
。
地
面
に
掘
ら
れ
た
穴
な
ど
の
遺
構
い
こ
う

は
、
一
見

し
た
だ
け
で
何
か
わ
か
る
も
の
は
少
な
い
で
し
ょ
う
が
、
そ
こ
は
担

当
調
査
員
が
懇
切
丁
寧

こ
ん
せ
つ
て
い
ね
い

に
説
明
を
し
ま
す
。
説
明
を
聞
い
て
わ
か

ら
な
い
点
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
え
ん
り
ょ

せ
ず
に
ど
ん
ど
ん
質
問
を
し
て
く
だ
さ

い
。遺

跡
の
様
子
が
わ
か
っ
て
く
る
と
、
思
い
は
古
代
に
飛
ん
で
い

き
ま
す
。
古
代
の
情
景
じ
ょ
う
け
いも
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
そ
の
日
か
ら
あ
な
た

は
、
考
古
学
マ
ニ
ア
の
仲
間
入
り
で
す
。

現
地
説
明
会
は
、
県
内
で
年
に
数
十
回
は
開
か
れ
て
い
ま
す
。

情
報
は
地
元
の
方
々
に
は
チ
ラ
シ
や
広
報
な
ど
で
極
力
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
し
、
新
聞
に
載
っ
た
り
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
県
の
埋
蔵
ま
い
ぞ
う

文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
や
、
発
掘
を

行
っ
て
い
る
市
町
村
の
教
育
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
れ
ば
、
情
報

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
生
で
し
か
味
わ
え
な
い
感
動
を
ぜ
ひ
味
わ
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
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＊
も
っ
と
知
り
た
い
人
の
た
め
に

本
巻
で
紹
介
し
た
発
掘
調
査
さ
れ
た
遺
跡
の
多
く
は
、
そ
の
成
果
が
報
告
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
報
告
書
の
量
は
膨
大
ぼ
う
だ
い

で
、
こ
こ
で

は
逐
一
ち
く
い
ち

紹
介
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
個
々
の
遺
跡
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
方
は
、
図
書
館
、
島
根
県
埋
蔵
ま
い
ぞ
う

文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
（
０
８
５

２
‐
３
６
‐
８
６
０
８
）、
遺
跡
の
所
在
す
る
市
町
村
教
育
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

全
体
的
な
内
容
で
参
考
と
な
る
本
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
発
掘
調
査
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て

岩
崎
卓
也
・
菊
池
徹
夫
・
茂
木
雅
博
編

『
考
古
学
調
査
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ス

１
・
２
・
３
』
雄
山
閣
　
一
九
八
四

服
部
敬
史

『
発
掘
と
整
理
の
知
識
　
考
古
学
シ
リ
ー
ズ
２
』
東
京
美
術
　
一
九
八
五

○
発
掘
調
査
の
成
果
に
つ
い
て

近
藤
喬
一
編

『
図
説
　
発
掘
が
語
る
日
本
史
　
５
　
中
国
・
四
国
編
』
新
人
物
往
来
社
　
一
九
八
六

前
島
己
基

『
日
本
の
古
代
遺
跡
　
20

島
根
』
保
育
社
　
一
九
八
五

田
中
琢
・
佐
原
真
監
修

『
古
代
史
復
元
』
全
10
巻
　
講
談
社
　
一
九
八
八

山
本
清

『
古
代
出
雲
の
考
古
学
―
遺
跡
と
歩
ん
だ
七
〇
年
―
』
ハ
ー
ベ
ス
ト
出
版
　
一
九
九
五

『
鹿
島
を
掘
る
―
よ
み
が
え
る
伝
説
の
資
料
―
』
鹿
島
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
　
一
九
九
二

ま
た
島
根
県
教
育
委
員
会
で
は
、
発
掘
調
査
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
概
報
や
、
年
度
ご
と
の
調
査
を
ま
と
め
た
埋
蔵
文
化

財
調
査
セ
ン
タ
ー
年
報
（
一
九
九
二
年
か
ら
）、
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
近
年
発
行
さ
れ
た
概
報

が
い
ほ
う

を
紹

介
し
て
お
き
ま
す
。『

川
虎
の
棲
む
川
―
西
川
津
・
タ
テ
チ
ョ
ウ
遺
跡
調
査
の
記
録
―
』

一
九
八
九

『
石
見
空
港
建
設
予
定
地
内
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』

Ｉ
〜
III

一
九
八
九
〜
一
九
九
一

『
古
代
の
人
々
の
暮
ら
し
〜
宮
内
遺
跡
は
語
る
〜
』

一
九
九
〇

『
一
般
国
道
九
号
松
江
道
路
建
設
予
定
地
内
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
』

一
九
九
一
・
一
九
九
二

『
一
般
国
道
九
号
安
来
道
路
建
設
予
定
地
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
報
（
臼
コ
ク
リ
遺
跡
、
岩
屋
口
遺
跡
、
越
峠
遺
跡
）』
一
九
九
二

『
遺
跡
が
語
る
古
代
の
歴
史
―
一
般
国
道
九
号
（
安
来
道
路
）
建
設
予
定
地
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
報
―
」

一
九
九
三

『
む
か
し
の
し
ま
ね
』

一
九
九
三

『
む
か
し
む
か
し
の
そ
の
む
か
し
〜
益
田
市
上
久
々
茂
土
居
跡
・
大
峠
遺
跡
の
発
掘
調
査
か
ら
』

一
九
九
四

『
塩
津
山
１
号
墳
―
一
般
国
道
九
号
（
安
来
道
路
）
建
設
予
定
地
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
報
―
』

一
九
九
五

『
遺
跡
が
語
る
古
代
の
安
来
〜
一
般
国
道
九
号
（
安
来
道
路
）
建
設
予
定
地
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
報
〜
』

一
九
九
五

『
か
ん
ど
の
流
れ
＝
志
津
見
ダ
ム
建
設
予
定
地
内
の
遺
跡
（
１
）』

一
九
九
五

『
斐
伊
川
放
水
路
発
掘
物
語
』

一
九
九
五

祭りの遺跡�
生産の遺跡�
生活の遺跡他�
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この巻で扱った遺跡の位置
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